
 5　広報おおさき 2013-12 広報おおさき 2013-12　 4

　「どちらかといえば暮らし

やすい」（43.0％）、「どちらと

もいえない」（20.7 ％）、「暮

らしやすい」（18.1 ％）、「ど

ちらかといえば暮らしにく

い」（12.5%）、「暮らしにくい」

（4.7%）の順となっています。

「暮らしやすい」と「どちらか

といえば暮らしやすい」をあわ

せると、暮らしやすさを感じて

いる人が 60％を超えています。

　市内への居住意向の質問

では、「ずっと今いる地域で

住みたい」（57.1％）と考え

ている人が半数を超えてお

り、次いで「どちらともいえ

ない」（29.4 ％）、「転出した

い」（6.1％）、「市内他地域に住

みたい」（3.9%）、「住み続けた

いが転出しなければならない」

（2.7%）の順となっています。

「ずっと今いる地域で住みた

い」と「市内他地域に住みたい」

をあわせると、60％の人が市

内に住みたいと感じています。

　地域コミュニティ活動や

ボランティア活動などの市

民活動への参加では、「参

加したことがない」（44.5％）

が最も多く、次いで「過

去に参加したことがある」

（28.6％）、「現在参加してい

る」（26.3％）の順となっ

ています。また、参加し

てみたい分野は、「環境」

（29.4%）、「福祉」（20.8%）、

「まちづくり」（19.1%）の

順となっています。

　「どちらかといえば進んでいる」（38.9％）が最も多く、

次いで「わからない」（29.5％）、「どちらかといえば進ん

でいない」（13.8％）、「進んでいない」（8.9%）、「進んでい

る」（8.7%）の順となっています。「進んでいる」と「どち

らかといえば進んでいる」をあわせると、進んでいると感

じている人が約半数となっています。

　また、復旧が進んでいないと感じている理由としては、

「道路、公共施設などの復旧」（36.3%）、「原発事故への対応」

（18.3%）、「家屋等の被害からの復旧」（15.0%）などが選

択されています。

　「満足」「やや満足」

をあわせた満足志向は

44.3％、「不満」「やや

不満」をあわせた不満

志向が 41.2％となって

います。満足志向の方

が前回調査（34.1%）に

比べ多くなっており、

全体的に満足度が高く

なってきています。
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施策に対する
市民満足度の推移
■市民満足度のグラフ
　各施策に対する回答者の答えを満足度（満足 100、
やや満足 75、やや不満 25、不満 0）として点数化し、
全回答者の平均値を算出しています。
　満足度は、100 に近いほど高く、0に近いほど低くな
ります。

ごみ減量とリサイクルの推進

上下水道等、快適な生活環境の保全・整備

公園・緑地等、市民の憩いの場の整備

自然保護、環境保護を進める啓発活動

子育て支援と保育サービスの充実

障害者の自立・社会参加の支援と施設整備

高齢者のための在宅福祉制度と施設整備

地域医療や救急医療体制の充実

各種検診や健康相談など健康づくりの推進

新しい産業の創出への
支援・起業の支援

雇用の拡大と
職業能力開発など就職支援

観光や物産の振興

企業誘致の促進と
商工業の振興

森林整備と林業の活性化

農業の振興と農村地域の基盤整備

スポーツ・レクリエーションの振興と施設整備

歴史的遺産の保護と活用、芸術、文化活動の推進

生涯学習の推進と施設整備

教育施設や給食施設の整備等、教育環境の充実

平和啓発活動の推進と人権相談体制の充実

防犯灯の設置など、防犯対策

交通安全対策

消防・救急体制の充実

水害、地震などへの防災対策

国内・国際交流などの取り組み

鉄道やバスなどの利便性の向上

身近な生活道路や主要幹線道路の整備

行財政改革の取り組み

男女が共に担うまちづくり

地域コミュニティ活動への支援と協働のまちづくり 43.37
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大崎市の暮らしやすさはどうですか？

大崎市に今後も住み続けたいと思いますか？

大崎市の震災「復旧」の取り組みがどのくらい
進んでいると感じていますか？

大崎市の総合的な満足度について
評価してください

地域コミュニティ活動やボランティア活動等の
市民活動に参加したことがありますか？

■調査の概要

対象

15 歳以上の市民 5,000 人

調査期間

発送：平成 25 年 5 月 31 日

回収：平成 25 年 6月 21 日まで

抽出方法

住民基本台帳から無作為抽出

調査方法

郵送による調査票の配布・回収

回収結果

調査票配布数 5,000 票のうち回

収数 1,907 票（回収率 38.1%）

■回答者の性別

性別 人数 構成比

男性 801 人 42.0％

女性 1,080 人 56.6％

無回答 26 人 1.4％

合計 1,907 人 100.0％

■回答者の年齢

年齢別 人数 構成比

10 歳代 79 人 4.1％

20 歳代 147 人 7.7％

30 歳代 242 人 12.7％

40 歳代 252 人 13.2％

50 歳代 347 人 18.2％

60 歳代 463 人 24.3％

70 歳代以上 342 人 17.9％

無回答 35 人 1.8％

合計 1,907 人 100.0％
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